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吸光度も大きいことを見いだした。特に 1 - (1 -ナフチル)エチルアミンのようなかさ高い 1 級アミ
ンや 1-アミノ -2-プロパノールのようなエタノールアミン誘導体をゲストとし 3 をホストとした場
合には，ジアステレオマー塩錯体構造の考察により実際のスペクトル結果をすべて説明できる。このこ
とは新しい簡便な絶対構造決定法の足がかりを与えるものである。



















について明快な結論を提出した。すなわち，呈色を示す塩錯体が安定化するためには， 1 , 2 , 3 級な
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どアミン置換数よりもイオン聞のクーロン相互作用の外に，イオン一双極子相互作用と水素結合の数と
強さが重要な要素であり，アミンのホストに対する適合性が大きくなる程，塩錯体の吸収極大波長は短
波長領域に現れ，かっ吸光度が増大するという一般則を提出した。
このように虞瀬君の研究は，鏡像体識別呈色を実現するとともにアミン類の定量識別指示薬となりう
る色素化ホストの分子設計について重要な基礎知見を得たもので，目標とする chiral-indica tor開発に
寄与するところ少なからぬものがあり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めるO
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